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（平成 18 年 11 月３日 ９時 30 分 開会・開議） 

 

［議長あいさつ］ 

○議長（高石竜一） これより議長をつとめます。札内中学校の高石竜一です。よろし

くお願いします。 

 

［開会・開議宣告］ 

○議長（高石竜一） ただ今から、平成十八年 幕別町子ども議会を開会いたします。

これより本日の会議を開きます。 

 

［議事日程の報告］ 

○議長（高石竜一） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。 

       

［会議録署名議員の指名］ 

○議長（高石竜一） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本日の会議録署名

議員に20番、糠内中学校の長崎議員、23番、札内中学校の千葉議員、24番、札内東

中学校の豊岡議員を指名いたします。 

 

［執行機関及び町幹部職員紹介］ 

○議長（高石竜一） 理事者より発言を求められていますので、これを許します。 

○議長（高石竜一） 西尾助役。 

○助役（西尾 治） 今日の子ども議会に出席しております職員について最初にご紹介

させていただきます。町長は先ほどごあいさつさせていただきましたので、町長を

除く職員につき紹介させていただきます。私、助役の西尾治です。よろしくお願い

いたします。続きまして助役の遠藤清一です。収入役の金子隆司です。教育長の高

橋平明です。総務部長の菅好弘です。経済部長の藤内和三です。企画室長の佐藤昌

親です。民生部長の新屋敷清志です。建設部長の高橋政雄です。忠類総合支所長の

川島広美です。議会事務局長の堂前芳昭です。教育部長の水谷幸雄です。札内支所

長の本保武です。企画室参事の羽磨知成です。議会事務局議事課長の横山義嗣です。

企画室主幹の原田雅則です。議会事務局議事係長の國安弘昭です。以上でございま

す。今日一日よろしくお願いいたします。 

 

 

［一般質問］ 

○議長（高石竜一） 日程第２、これより一般質問を行います。一般質問は議席順に行

います。 
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  最初に、幕別小学校、吉岡拓哉議員の発言を許します。 

１番 吉岡拓哉議員。 

○１番（吉岡拓哉） 

今年、幕別小学校近くに公園ができました。近くに図書館があるので、人がたく

さん来るのですが、公園ができてから１ヵ月もしないうちにゴミが増えて、ゴミだ

らけになりました。今の公園を見ると公園はつくるべきではなかったのではないか

と思います。僕の考えでは近所の人達でゴミ拾いをしたらよいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

○町長（岡田和夫）吉岡拓哉議員のご質問にお答えいたします。 

公園のゴミについてであります。 

ご質問のありました公園は、のぞみ公園という名称で、図書館の東側に位置し、昨

年９月からご利用をいただいているところであります。 

オープン当初はゴミだらけになったとのことでありますが、本年度からは、利用の

多い季節であります６月から８月までの間は、草刈り作業に合わせ、月２回のゴミ拾

いをしており、それ以外の月でも、毎月１回の草刈り作業とゴミ拾いをいたしており

ますので、現在は、かなり改善されたものと思っております。 

近所の人達でゴミ拾いを行ってはどうかとのご提言をいただきましたが、町内には、

この公園だけではなく、たくさんの公園がありますが、それぞれ近くに住む方がボラ

ンティアでゴミを拾っていただいている所も数多くありますので、今後もそういう人

達の助けを借りながら、さらには、いろいろな機会を捉えて、公園を清潔に使ってい

ただけるようお願いをしていきたいと思っております。 

ただ、公園において一番大事なことは、みなさんが楽しく利用するためには、ゴミ

を捨てないことであります。そして、他人の迷惑になるような使用はしないというこ

とだと思います。当然のことながら公園を利用している人達もゴミを拾ったり、長い

間、遊具が使えるように大事にしていただいたり、公共の物は、町民のみなさん一人

ひとりの財産として利用をしていただければ良いと思っています。 

なお、今の公園を見るとつくるべきではなかったのではないかと思う。というお話

がありました。公園は遊んだり、憩いの場としての目的だけではなく、街の中の景観

を潤したり、大きな木があることによって空気を綺麗にするという役割も持っていま

す。 

特にのぞみ公園は、図書館や保健福祉センター、コミュニティティセンター、プー

ルなど、公共施設が集中している場所であります。このことから、これらの施設と公

園が一体となって利用していただけるようにと考えて造ったものであります。 

これからも、みなさんが気持ち良く使えるよう、町も公園を綺麗にしていこうと思

っておりますので、吉岡議員も友達と共にゴミ拾いをするなど、大事に使っていただ
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ければ大変ありがたいと思っております。 

以上で、吉岡拓哉議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（高石竜一） 以上で、吉岡拓哉議員の質問を終わります。 

  次に幕別小学校、松嶋朋香議員の発言を許します。 

２番、松嶋 朋香議員。 

○２番（松嶋朋香） 

冬場、雪が降った日は、街の方は除雪してあるのに、バスで通学しているとき、街

から離れた場所では、除雪していない場所があり不便に感じました。また、車から人

が見えないときがあります。もっと安全に通える工夫をしてほしいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

○町長（岡田和夫） 

松嶋朋香議員のご質問にお答えいたします。 
  除雪についてであります。 
いよいよ冬シーズンを間近にし、今年はどのくらいの雪が降るのかなと、私も大変

心配をいたしております。 

  幕別町の除雪について申し上げますと、昨年平成17年度の実績では、車道延長約540

㎞を34台の除雪車により除雪をしております。また、歩道は約82km、これを７台の除

雪機械を動かしております。除雪に掛かったお金は、約8,000万円近くになりました。

これでも17年の雪の量、降雪量は、約1.3mで、過去の５年の平均と比較して降雪量と

しては少なかったわけであります。これが平成15年度の約３m、平成16年度の約２

m30cmという降雪量になりますと、除雪に掛かるお金は１億円以上になってしまいま

す。 

町で行う除雪は、町が維持管理している道路であり、車の通行量の少ない砂利道な

どは、その地域の皆さんのご理解をいただいて除雪をしていない道路もあります。 

このほかの町道から、それぞれの家に向かう道路は町の管理する道路ではない、い

わゆる個人の私道でありますから、そういう道路については、除雪はしていません。 

  それから、お話ありました車から人が見えないときがある。というお話ですけれど

も、吹雪いた時ですとか交差点などに雪が高く積まされているような時は、歩行者が

見えづらい場所も確かにあるんだと思います。 

そのためには、吹雪いているときなどは、除雪車を何回も走らせていますし、たく

さんの雪が降って雪山が高くなった場合は、交通量の多い道路の雪捨て、排雪などを

行って対応をしているところであります。 

  町では、冬場においては、特に車道の確保と歩行者の安全確保に最大限努力をして

いるところですけれども、なにしろ自然相手の作業ですから、作業計画どおりに進ま

ないことも数多くありますので、一つあのう歩行者のみなさんも、運転する方の目に
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付きやすい服装で歩くとか、もちろん運転する方も常に歩行者を意識しながら安全運

転を心掛けていただきたいというふうに思います。 

以上で、松嶋朋香議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（高石竜一） 以上で、松嶋朋香議員の質問を終わります。 

  次に途別小学校、横山 生議員の発言を許します。 

３番、横山 生議員。 

○３番（横山 生） 

信号機の設置について質問します。途別の十字路ですが、最近交通量が増えてきて

いるのと、１年生も増えていますので安全のため信号機をつけてほしいと思いますが

いかがでしょうか。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

○町長（岡田和夫） 

横山 生議員のご質問にお答えいたします。 
  途別の十字路に信号機を設置してほしいということであります。 

  横山議員ご存知かどうか判りませんが、信号機の設置は、北海道公安委員会という

ところの仕事であります。信号機を設置するためには、この北海道公安委員会に、こ

の場所に信号をつけてくださいと要望をして、認めてもらえば付けていただくことと

なります。 

  町では毎年、公区の方たちと相談して、信号機の設置を公安委員会に要望している

ところでありますけれども、全道的にかなりの要望があるとお聞きしております。そ

うしたことからなかなか設置してもらえない状況にあります。幕別町においても、昨

年は、36ヶ所の信号機の設置を要望したんですけれども、残念ながら１ヵ所も設置さ

れなかった。実現できなかった状況であります。 

  ご質問にありますとおり、途別のこの交差点の交通量はとても多く、私も危険な交

差点だと思っております。このため、信号機を設置してもらえるように、これからも

粘り強く公安委員会に要望してまいりたいというふうに考えております。 

以上で、横山 生議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（高石竜一） 以上で、横山 生議員の質問を終わります。 

  次に途別小学校、土橋永暉議員の発言を許します。 

４番、土橋永暉議員。 

○４番（土橋永暉） 

通学路が坂道なのですが、ゴミのポイ捨てが多くて困っています。ゴミのポイ捨て

をなくすためにはどうしたらいいかその方法についてお聞きします。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

○町長（岡田和夫）土橋永暉議員のご質問にお答えいたします。 

  ゴミのポイ捨てをなくすためにはどうしたらよいかというご質問であります。 
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  ゴミを捨てる人がいなければ町はもっときれいになり、ポイ捨てのことで困ること

はないのですが、土橋議員がおっしゃるように、あちこちでゴミが捨てられている実

態があります。 

  町では、ゴミのポイ捨てを防止するため、次の３点を重点的に行っております。 

１点目は、ゴミを捨てづらくするために、ゴミが捨てられるような場所にゴミ捨て

禁止などの看板を立てることです。 

  ２点目は、ゴミが捨てられているところには次々とゴミが捨てられますことから、

ゴミを見つけたらできるだけ早く拾い、きれいな環境を保つようにすることです。 

  そして３点目は、ゴミ拾いをする人は、ゴミを捨てることはしないと思いますので、

より多くの方にゴミ拾いに協力をしていただくということです。 

先日10月22日に、多くの町民の方々に参加をいただいて、みんなでゴミ拾いを行い

ましたが、協力いただいた皆様は大変感謝しております。 

今後も町民みんなで行うゴミ拾い活動を続けていきたいというふうに考えており

ますので、みなさんも是非、協力をしていただければありがたいと思っております。

みなさんのゴミを拾う姿を見ると、今まで捨てていた方もきっと捨てづらくなるので

はないかというふうに思います。 

  ゴミは捨てない、持ち帰るという気持ちを一人ひとり、みんなが持つことが大事で

あり、ゴミが捨てづらい環境をつくる、ゴミを捨てない人を増やしていくことが、ゴ

ミポイ捨防止には大切なことだというふうに思っております。 

以上で、土橋永暉議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（高石竜一） 以上で、土橋永暉議員の質問を終わります。 

  次に札内北小学校、土肥達也議員の発言を許します。 

５番、土肥達也議員。 

○５番（土肥達也） 

僕は学校で少年団をやっています。帰りはとても暗くて自転車のライトと街灯だけ

がたよりです。でも街灯はすごくうす暗くて、なくても変わらないような気がするの

で、もっと明るければいいなと思いました。できれば街灯の数を増やしたり、もっと

明るい街灯をつけたりすることができないでしょうか。終ります。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

○町長（岡田和夫） 

土肥達也議員のご質問にお答えいたします。 
  街灯の数を増やしたり、もっと明るい街灯をつけたりできないでしょうかというご

質問であります。 

  町では、いわゆる街灯といわれる防犯灯につきましては、地域の皆さんからのご要

望をお聞きして、新たにつけたり、古くなったり壊れたりした場合などは、その取替

を年次進めております。 
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毎年、90灯くらいずつ新しく防犯灯をつけたり、古い防犯灯を新しい明るいものに

取り替えているところです。最近は、オレンジ色に光るナトリウム灯という、今まで

の蛍光灯より電気を消費せず、かつ明るいものをつけております。 

ただいま土肥議員からご質問のあったヵ所につきましては、まずは、役場の担当職

員が現地確認をさせていただきたいというふうに思っておりますので、ご協力をお願

いしたいと思います。 

今後も地域の皆さんと十分ご相談しながら、できるだけ多くの防犯灯の整備をする

ように努力してまいりたいと思っております。 

以上で、土肥達也議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（高石竜一） 以上で、土肥 達也 議員の質問を終わります。 

  次に札内北小学校、和田翔太議員の発言を許します。 

６番、和田翔太議員。 

○６番（和田翔太） 

  動物の事故防止について。僕は、動物が大好きです。将来の夢は獣医さんになるこ

とも考えたことがあります。でも最近僕の学校の近くでリスが車にひかれてしまいま

した。その場所にはリス注意という看板ができましたが、そういう事故をもっと防ぐ

ようにしてほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（高石竜一） 岡田町長。 

和田翔太議員のご質問にお答えいたします。 
 リスの交通事故の防止についてということであります。 

  幕別町では、人の交通事故死ゼロの日が、今日、11月３日現在で、926日続いてい

ます。 

  しかし、本町は自然に恵まれていて、リスやアオサギなど多くの動物が生息してお

り、交通量が増えてきたことにより、人間ばかりではなく、リスなどの動物が交通事

故の被害に遭うことも増えてきているようであります。 

  交通事故の原因の多くは、スピードの出し過ぎやわき見運転など運転者のルール違

反によるものといわれています。 

  町では、警察と協力して、街角で安全運転を促すような活動や安全運転のための講

習会を行っているところでありますが、今後も運転者の安全意識を高める活動に努力

をしてまいりたいと考えております。 

  また、皆さんたちには、将来、車を運転するようになっても、今のやさしい気持ち

を忘れずに安全運転に心がけていただくようにお願いをしたいというふうに思いま

す。 

  また、和田議員におかれましては、夢を実現させて、傷ついた動物を助けてあげら

れるような立派な獣医さんになっていただければというふうに思います。 

以上で、和田翔太議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 
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○議長（高石竜一） 以上で、和田 翔太 議員の質問を終わります。 

議長交代のため、ここで暫時休憩します。 

これをもちまして、私の議長の任は終わりました。皆さんのご協力に感謝申しあげ

ます。ありがとうございました。 


